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池亀 貞雄さん（西所沢）  
　　　　　　　　　　ほか121人 

○請願第４号  
　不特定多数の人が利用する施設（公共的施設）での受動喫
煙防止のため　関係施設に対し「健康増進法」の趣旨を生
かした適切なご指導をお願いします 

提 　 出 　 者 件　　　　　　　名 

 
趣旨採択 

（全会一致） 

請願・陳情審議の結果（ 9月定例会） 
結　果 
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平成20年 第3回定例会（9月3日～9月22日） 

●閉会中もインターネットで録画中継が視聴できます。下記アドレスからアクセスしてください。 

●市議会ホームページアドレス　http://www.city.tokorozawa.saitama.jp/aようこそ市議会へ 

　本紙は古紙再生紙を使用しています。　●所沢市議会は環境に配慮したまちづくりをしています。 

質問・答弁は要旨を掲載しています。なお、会議録は作成後、市立図書館、市役所１階・市政情報センター他で閲覧できます。 

■今年も市内の観光農園においしい果物が実りました（亀ヶ谷） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ 

◆
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会 

お
も
な
議
案
の
概
要
、 

　
閉
会
中
の
議
会
活
動
か
ら
　

ほ
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２
〜
４ 

◆
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
４
〜
７ 

◆
可
決
さ
れ
た
意
見
書
、
請
願
・
陳
情
審
議
の
結
果
、 

　
市
議
会
コ
コ
３
か
月 

ほ
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
７
〜
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　「骨太の方針2006」において、高齢化に伴って自動的に増

える社会保障費の自然増を平成23年度までの5年間に1兆

1,000億円圧縮する方針が示されている。（中略） 

　このままでは、社会保障制度は持続できても医療や福祉

をはじめ必要なサービス等の国民生活の安定が確保されな

くなる恐れがあり、制度の負担についての国民合意の形成、

必要な財源の確保は緊急な課題である。これ以上の削減は

限界にきており、国民生活に関わるサービスの低下、負担

増に結びつく社会保障費の削減はすべきではない。 

　よって、国会並びに政府におかれては、社会保障制度に

対する国民の信頼を回復し、国民誰もが安心して生活でき

るようにするため、社会保障費の自然増を毎年2,200億円抑

制する方針を見直し、平成21年度予算において社会保障予

算が十分に配慮されるよう強く要望する。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　財務大臣　厚生労働大臣 
 

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の
夏
。
さ
ぞ
か

し
あ
ち
こ
ち
で
水
の
被
害
が
出
て
い
る
の
で
は
と
心

配
な
日
が
続
き
ま
し
た
。
さ
て
、
今
議
会
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
放
送
な
の

で
緊
張
も
し
ま
す
が
、
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
以
上
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
西
） 

委
員
長
　
高
田
 
昌
彦
／
副
委
員
長
　
西
沢
 
一
郎
 

委
　
員
　
菅
原
 
恵
子
・
杉
田
 
忠
彦
・
石
井
　
弘
 

　
　
　
　
末
吉
美
帆
子
・
大
石
　
健
一
・
石
本
 
亮
三
 

　
　
　
　
福
原
 
浩
昭
 

連
絡
先
　
議
会
事
務
局
調
査
担
当
 

　
　
　
　
　
　
（
TEL
0
4
―
２
９
９
８
―

９
２
５
６
）
 

編 

集 
後 

記 

社会保障費抑制の方針の 
見直しを求める意見書（要旨） 

　洞爺湖サミットでは、地球温暖化防止問題が主要テーマ

として議論され、（中略）二酸化炭素等の温室効果ガスを生

み出す原因としては、石炭や石油、天然ガスなど化石燃料

の燃焼が挙げられ、その根本的な解決のためには、化石燃

料によらない新エネルギーの確保が求められている。 

　新エネルギーの中でも、太陽光発電は、天然資源に乏し

いわが国において広く普及が可能なエネルギーとして注目

を集め、ドイツ、米国等とともに世界をリードしてきた経

緯があるが、大量普及時代突入と時期を同じくして、国内

導入量が一転して前年比マイナスの状況に陥り、設備の設

置単価が2006年から上昇に転じる結果となった。（中略） 

　「環境立国」を掲げるわが国が、太陽光発電世界一の座を

奪還するためには、エネルギー導入量増加に向け、政府・

各省が連携を緊密にとりつつ、（中略）各分野に対して支援

策を打ち出す必要があると考える。 

　よって、所沢市議会は、政府に対して、太陽光発電シス

テムのさらなる普及促進に向け、以下の5項目の実現を強

く要望するものである。 

1．国による住宅用太陽光発電導入促進対策費補助金補助

事業制度の再導入ならびに同事業予算の拡充 

2．分譲集合住宅の購入者を対象とする太陽光発電システ

ム取得控除制度の導入や賃貸住宅オーナーの固定資産税

の減税措置など集合住宅用同システム導入支援策の推進 

3．国主導による大規模太陽光発電システムの本格的導入、

電力の固定価格の買い取りならびにそのための制度整備 

4．導入コスト低減に関わる技術開発促進策の推進 

5．システム普及促進のための情報発信・啓発活動の推進 

提出先　内閣総理大臣　経済産業大臣　環境大臣 

太陽光発電システムの 
さらなる普及促進を求める意見書（要旨） 

　少子化と小児科医師不足は全国的にも深刻な問題となっ

ている。市民の利用頻度が高かった都立清瀬小児病院の平

成21年度府中市移転もあり、小児救急医療体制の整備は急

務となっている。（中略）埼玉県は一次救急については市の

役割として独自の整備を求め、二次救急等を県の責任とし

ている。しかし、当委員会が視察した新潟県や山梨県等は

一次救急であっても県の主導の下に複数の自治体をネット

ワーク化し、財政的負担等行っていることが解った。 

　そこで、埼玉県においても医療法に基づいた小児救急医

療の整備計画を実行するよう強く求める。 

記 

　医療法第30条の 4 第 1・ 2・ 3項に基づき、所沢・入間 

・狭山 3 市での一次小児救急医療体制の整備を図ること。 

提出先　埼玉県知事 

小児救急医療体制の充実を求める意見書（要旨） 

次
の
定
例
会
は
 

１２
月
２
日
か
ら
の
予
定
で
す
。
 

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

７月14日　議会報委員会 
　　15日　市民環境常任委員会 
　　17・23日　建設水道常任委員会 
　　30日　議会運営委員会 
　　　　　議会報委員会 
８月４日　総務常任委員会 
　　７日　議会基本条例制定に関する 
　　　　　　　　　　　　　特別委員会 
　　19～20日　議会報委員会視察 
　　21日　市民環境常任委員会 
　　27日　代表者会議／議会運営委員会 
　　28日　議会基本条例制定に関する 
　　　　　　　　　　　　　特別委員会 

9月 3～22日　第 3回定例会 
　　10・17日　議会報委員会 
　　24～25日　教育福祉常任委員会視察 

所
沢
市
行
政
組
織
条
例
は
修
正
可
決 

本会議インターネット中継を開始しました!

ココ市議会　　　か月▲▲ ▲ ▲



予
算
関
係
 

予
算
関
係
 

▲公的個人認証システム（市民課） 
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平成20年第3回（9月）定例会 

●
９
月
５
日
 

●
９
月
８
日
 

●
９
月
１０
・
１１
・
１２
・
１６
・
１７
・
１８
日
 

●
９
月
１９
日
 

●
９
月
２２
日
 

9
月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き
 

9
月
定
例
会
の
動
き
 

本
会
議
　
　

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案
説
明
 

議
案
質
疑
・
採
決
（
先
議
） 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決
 

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
 

常
任
委
員
長
報
告（
特
定
事
件
）
 

  本
会
議
　
　

議
案
質
疑
 

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
 

  委
員
会
　
　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
 

  本
会
議
　
　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
 

　
　
　
　
　
　（
２８
人
） 

  本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
・
質
疑
 

  本
会
議
　
　

修
正
案
の
上
程
・
質
疑
 

討
論
・
採
決
 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決
 

委
員
会
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決
 

●
９
月
３
日
 

を
可
決
し
ま
し
た 

お
も
な
議
案
の
概
要 

議
案 
議
案 

　平成20年第3回（9月）定例会は、9月3日から22日ま
での20日間の会期で開会されました。市長からは、一
般会計補正などの予算関係6件、所沢市行政組織条例制
定など条例関係5件、決算の認定が11件など、計28件の
議案が提出されました。 

　このうち16議案は原案どおり可決されましたが、市の
機構改革に関する「所沢市行政組織条例制定」について

は、修正可決となりました。また、決算の認定11件につ
いては、閉会中の継続審査としました。 

　議員からは決算特別委員会を設置する議案（3ページ
下段参照）、委員会提出議案1件を含む8件の議案が提
出され、いずれも可決しました。 

 　
 

  　
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
は
、
一
般

会
計
、
下
水
道
特
別
会
計
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か
計
6
件
で
し
た
。
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

12
億
8
、
1
7
8
万
9
千
円
の
増
額
を

行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
8
2
9
億
9
、
9
7
0
万
4
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
 

■
財
政
調
整
基
金
積
立
金
　
　
 

12
億
6
、
9
6
7
万
1
千
円
 

　
平
成
19
年
度
決
算
が
確
定
し
た
こ
と

で
、
前
年
度
繰
越
金
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。
 

■
税
総
合
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料
 

　
（
市
民
税
等
賦
課
分
）
5
2
5
万
円
 

　
　
（
資
産
税
賦
課
分
）
5
2
5
万
円
 

■
印
刷
製
本
費
追
加
 1

1
4
万
2
千
円
 

　
平
成
21
年
度
か
ら
個
人
市
・
県
民
税

お
よ
び
固
定
資
産
税
等
に
つ
い
て
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
収
納
を
行
え

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
 

■
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
費
 

　
　
　
　
5
1
0
万
1
千
円
 

　
電
子
申
告
に
よ
る
所
得
税
特
別
控
除

の
メ
リ
ッ
ト
で
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
取
得
が
急
増
し
、
3
、
6
0
0
枚

分
を
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
末
に

申
請
の
急
増
が
見
込
ま
れ
、
待
ち
時
間

短
縮
に
向
け
、
公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ

ム
機
器
1
台
を
購
入
し
ま
す
。
 

           ■
健
康
診
断
補
助
金
 

　
3
3
7
万
5
千
円
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

か
ら
要
望
の
多
い
人
間
ド
ッ
ク
へ
の
助

成
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
対
象
人
数
は
何
人
い
て
、
4

月
か
ら
こ
の
間
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
た
75
歳
以
上
の
市
民
に
つ
い
て

は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
 

　
対
象
人
数
は
2
5
0
人
を
見

込
ん
で
い
て
、
4
月
1
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
助
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

条
例
関
係
 

条
例
関
係
 

工
事
契
約
・
財
産
取
得
 

工
事
契
約
・
財
産
取
得
 

そ
の
他
の
議
案
 

そ
の
他
の
議
案
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平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
、
水
道
事
業
、
病
院
事
業

会
計
の
歳
入
・
歳
出
予
算
の
執
行

実
績
を
確
認
し
、
内
容
を
審
査
す

る
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
（
定

員
8
人
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
9
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
決

算
認
定
議
案
11
件
の
審
査
を
閉
会

中
に
行
い
ま
す
。
 

　
《
決
算
特
別
委
員
会
委
員
》
 

◎
中
村
　
　
太
（
会
派
「
翔
」
）
 

○
西
沢
　
一
郎
（
公
明
党
）
 

　
荻
野
　
泰
男
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

　
末
吉
美
帆
子
（
民
主
ネ
ッ
ト
）
 

　
城
下
　
師
子
（
日
本
共
産
党
）
 

　
赤
川
　
洋
二
（
民
主
ネ
ッ
ト
）
 

　
谷
口
　
桂
子
（
公
明
党
）
 

　
久
保
田
茂
男
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

　
◎
…
委
員
長
　
○
…
副
委
員
長
 

決
算
特
別
委
員
会
を
 

　
　
　
設
置
し
ま
し
た
 

○ 所沢市行政組織条例制定　修正案（※） 

 
１７議案中、意見が分かれた 
議案に対する会派の態度 

　　 
　　　　　　　　　　　　　　○　賛　成 
　　　　　　　　　　　　　　×　反　対 

結
　
　
　
　
果
 

修正可決 

市

民

ク

ラ

ブ
　

（7人）
 

× 

公
　
　
　
明
　
　
　
党
　

（6人）
 

○ 

日

本

共

産

党
　

（6人）
 

× ○ 

自

由

民

主

党
　

（3人）
 

○ 

共
　
　
　
　
　
　
　
生
　

（1人）
 

× × 

会
　
　
　
派
　
「
礎
」　

（1人）
 

○ 

会
　
　
　
派
　
「
翔
」　

（4人）
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

（4人）
 

民
　
　
　
主
　
　
　
党
　

（2人）
 

※修正部分を除く原案については、全会一致可決しました。 

　
 

  　
新
た
に
「
所
沢
市
行
政
組
織
条
例
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

■
所
沢
市
行
政
組
織
条
例
 

　
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総
合
調
整
機

能
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
の
子
ど
も

支
援
部
を
新
設
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
環
境
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
組
織
全
体
の

見
直
し
を
行
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
の

視
点
か
ら
す
れ
ば
、
何
が
変
わ

り
、
ど
う
便
利
に
な
る
の
か
。 

　
新
し
い
部
を
作
り
、
課
を
分

課
す
る
こ
と
で
、
よ
り
組
織
内

部
や
施
策
の
割
り
振
り
が
見
え
や
す
く

な
る
効
果
を
考
え
て
い
る
。 

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
 

　
こ
の
議
案
に
つ
い
て
修
正
案
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し

た
。
修
正
の
内
容
は
、
新
し
い
部
の
名

称
を
「
子
ど
も
支
援
部
」
か
ら
「
こ
ど

も
未
来
部
」
に
改
め
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
4
件
が
提

出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。 

   ■
合
流
改
善
小
手
指
貯
留
施
設
築
造
 

　
工
事
 

契
約
金
額
　
5
億
1
、
5
4
4
万
5
千

円
 

契
約
の
相
手
方
　
西
武
建
設
株
式
会
社
 

■
救
助
工
作
車
の
取
得
 

取
得
金
額
　
9
、
2
4
0
万
円
 

取
得
の
相
手
方
　
株
式
会
社
モ
リ
タ
東

京
ポ
ン
プ
営
業
部
 

  　
 

  ■
所
沢
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
　
　
 

　
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

■
市
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
2
路
線
 

■
市
道
路
線
の
廃
止
　
　
　
　
1
路
線
 

■
議
会
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
 

　
特
別
委
員
会
 

　
条
例
提
案
は
3
月
定
例
会
を
目
途
と

し
て
策
定
指
針
を
協
議
し
、
作
業
部
会

を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
部
会

作
成
の
素
案
を
議
論
し
、
委
員
会
と
し

て
第
一
次
素
案
を
確
定
し
ま
し
た
。 

■
総
務
常
任
委
員
会
 

　
特
定
事
件
「
財
政
運
営
に
つ
い
て
」

に
関
し
、
将
来
財
源
予
測
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会
 

　
特
定
事
件
「
廃
棄
物
に
つ
い
て
」
は
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
混
合
焼
却
実
証
実

験
お
よ
び
第
2
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
の
建
設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
特
定
事
件
「
児
童
福
祉
に
つ
い
て
」

は
、
生
活
・
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
現
状
に

つ
い
て
、
他
市
の
例
を
交
え
な
が
ら
説

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会
 

　
特
定
事
件
「
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
」

審
査
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
日
東
地
区

ま
ち
づ
く
り
調
整
事
業
に
つ
い
て
は
、

経
過
説
明
を
受
け
、
現
地
視
察
を
行
っ

た
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
越
谷
市
・
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
を
訪
問
し
、
担
当
職
員
か
ら
事
業
概

要
等
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た

後
、
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。 

■
議
会
報
・
図
書
室
委
員
会
 

　
静
岡
県
静
岡
市
の
本
会
議
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
、
愛
知
県
豊
田
市
の
市
議

会
だ
よ
り
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。 

新
し
い
部
の
名
称
を
「
こ
ど
も
未
来
部
」
に
改
め
る
 



諮 問 

議
員
提
出
議
案
 

議
員
提
出
議
案
 

委
員
会
提
出
議
案
 

市
政
に
対
す
る 

委
員
会
提
出
議
案
 

質
問
者
 

質
問
者
 

質
問
者
 

質
問
者
 

質
問
者
 

質
問
者
 

危
険
な
状
況
に
あ
る
 

 
 
 
小
手
指
ヶ
原
交
差
点
 

質
問
者
 

乱
開
発
で
住
環
境
の
悪
化
を
 

　
　
　
　
　
招
か
な
い
た
め
に
 

日
本
共
産
党
　
菅
原
恵
子
 

質
問
者
 

（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
 

 
 
 
 
 
 
制
定
に
向
け
て
 

会
派
「
翔
」　
中
村
　
太
 

質
問
者
 

資
産
の
裏
づ
け
の
な
い
 

　
　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
 

会
派
「
翔
」　
桑
畠
健
也
 

質
問
者
 

来
年
度
予
算
編
成
 

　
当
摩
市
長
の
カ
ラ
ー
は
?

公
明
党
　
村
上
　
浩
 

質
問
者
 

市
役
所
改
革
と
職
員
の
意
識
 

民
主
ネ
ッ
ト
　
赤
川
洋
二
 

質
問
者
 

あ
っ
た
か
 

　
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男
 

質
問
者
 

非
公
募
に
変
わ
っ
た
ミ
ュ
ー
ズ
の
 

 
 
 
 
 
 
指
定
管
理
者
選
定
 

民
主
ネ
ッ
ト
　
石
本
亮
三
 

質
問
者
 

原
油
価
格
高
騰
 

　
　
　
市
の
取
り
組
み
は
?

公
明
党
　
西
沢
一
郎
 

元
町
北
地
区
再
開
発
事
業
 

ど
れ
だ
け
費
用
が
か
か
る
の
か
 

会
派
「
翔
」　
高
田
昌
彦
 

県
道
所
沢
・
青
梅
線
の
 

　
　
　
　
　
　
雨
水
対
策
を
 

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子
 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
 

 
実
証
試
験
延
期
の
理
由
は
?

自
由
民
主
党
　
浜
野
好
明
 

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
 

　
　
　
　
　
　
　
早
期
建
設
を
 

共
生
　
脇
　
晴
代
 

農
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦
 

自
由
民
主
党
　
大
　
靖
治
 ▲危険な小手指ヶ原交差点 
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地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、「
所

沢
市
議
会
会
議
規
則
」
、
「
所
沢
市
議

会
事
務
局
条
例
」
の
一
部
改
正
を
提
出

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
『
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
』
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
等
、
計
4
件
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
（
7
・
8
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

   　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
か
ら
「
小
児

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
（
8
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

　
　
　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
 

　
　
　
　
　
　
計
画
書
に
係
る
意
見
 

 　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
計
画
書
に
つ
い

て
県
か
ら
照
会
が
あ
り
、「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
少
な
く
し
所
沢
に
き
れ
い
な
空

気
を
取
り
戻
す
た
め
の
条
例
」
に
基
づ

き
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
別
記
意
見
を
付
し
ま
し
た
。 

 
内
容
は
、
産
業
廃
棄
物
中
間
処
分
業

の
変
更
（
木
く
ず
破
砕
機
の
追
加
）
を

行
い
た
い
旨
の
計
画
書
に
対
す
る
も
の

で
、
事
業
計
画
者
は
株
式
会
社
木
下
フ

レ
ン
ド
、
事
業
計
画
地
は
坂
之
下
1
1
 

4
2
番
1
の
一
部
ほ
か
3
筆
で
す
。 

　9月定例会では、２８人が
一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの質
問項目中1項目だけを掲載
しています。 

　
 

        議
員
　
先
日
の
豪
雨
で
所
沢
・
青
梅
線

の
旧
北
野
交
差
点
か
ら
小
手
指
小
学
校

前
信
号
付
近
に
深
さ
25
㎝
も
の
雨
水
が

た
ま
っ
た
。
対
策
は
講
じ
て
い
る
の
か
。
 

道
路
公
園
部
長
　
浸
水
被
害
が
発
生
す

る
地
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
指
摘
の
道
路
に
つ
い
て
は
、

管
理
し
て
い
る
県
と
協
力
し
て
被
害
軽

減
に
向
け
努
力
し
た
い
。
 

    議
員
　
工
事
費
86
億
8
、
8
0
0
万
円

か
か
る
こ
の
再
開
発
事
業
だ
が
、
維
持

管
理
費
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。
 

中
心
市
街
地
整
備
担
当
理
事
　
図
書
館

等
が
入
る
住
宅
棟
に
つ
い
て
は
、
市
や

権
利
者
で
管
理
方
法
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
概
算
で
月
額
1
0
0
万

円
程
度
の
予
定
で
あ
る
。
 

　
公
益
棟
の
管
理
費
に
つ
い
て
は
、
調

節
池
を
所
有
す
る
埼
玉
県
と
管
理
方
法

や
管
理
体
制
を
協
議
し
て
お
り
、
費
用

は
今
後
算
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
 

    議
員
　
本
年
11
月
か
ら
12
月
に
実
施
予

定
だ
っ
た
実
証
試
験
が
延
期
と
な
っ
た

経
緯
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。
 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
周
辺
5
自
治
会

に
対
し
説
明
会
を
行
っ
た
が
、
実
施
に

反
対
の
自
治
会
が
あ
っ
た
た
め
実
施
時

期
を
延
期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
実
証
試
験
を
ま

ず
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

を
見
て
慎
重
に
処
理
方
法
を
決
定
し
た

い
が
、
実
施
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
 

        　
 

   議
員
　
不
燃
残
渣
の
市
外
搬
出
を
早
く

や
め
る
た
め
に
、
最
終
処
分
場
の
建
設

に
早
急
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
こ
の
ま
ま
他
の

自
治
体
に
最
終
処
分
を
依
存
す
れ
ば
、

関
係
自
治
体
に
多
大
な
負
担
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
、
自
区
内
で
の
処
理
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
現

在
検
討
し
て
い
る
廃
プ
ラ
の
処
理
方
法

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
か
ら
、

処
理
方
法
を
決
定
後
、
処
分
場
候
補
地

を
特
定
し
、
建
設
を
進
め
た
い
。
 

    議
員
　
慣
習
な
ど
か
ら
農
業
経
営
や
家

庭
で
の
方
針
決
定
へ
の
女
性
の
参
画
が

進
ん
で
い
な
い
。
農
業
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
を
ど
う
進
め
て
い
る
か
。
 

 

諮問第1号  産業廃棄物処理業計画書に係る意見 

　所沢市議会は、廃棄物行政に

おけるリサイクル率の向上、発

生抑制、資源循環型社会の実現

に向けて取り組んでいる。 

 諮問第 1号については、平成

20年9月8日現地調査を実施し、

協議した結果、次のとおり意見

を付すことに決した。 

1　破砕・集塵器などの施設に

あっては、維持管理を徹底した上、安全性を確保し、特に、

振動、騒音、臭気、飛散について環境保全対策に万全を

期すこと。 

2　周辺住民との相互理解を深め、周辺地域の生活環境の

増進に十分に配慮すること。 

3　中間処理した廃棄物については、保管期間、保管の高

さなど、保管基準を遵守すること。 

4　事業場内は、常に整理整頓に努め、清潔さを維持する

こと。 

5　県外からの廃棄物の受入れについては、極力抑制し、

資源化率を高めるよう努めること。 

市
民
経
済
部
長
　
平
成
9
年
よ
り
「
所

沢
市
農
業
農
村
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
協
議
会
」
を
組
織
し
て
い
る
。
農
業

女
性
の
地
位
向
上
に
向
け
て
の
意
識
啓

発
活
動
の
推
進
や
能
力
の
開
発
、
向
上

を
図
る
た
め
の
講
演
会
、
講
習
会
の
開

催
な
ど
を
行
い
、
女
性
の
農
業
経
営
へ

の
参
画
を
進
め
て
い
る
。 

    議
員
　
通
学
時
に
子
ど
も
た
ち
が
信
号

待
ち
の
た
ま
り
場
と
し
て
い
た
小
手
指

ヶ
原
交
差
点
付
近
の
土
地
が
売
り
に
出

さ
れ
た
。
現
在
土
地
に
は
ロ
ー
プ
が
張

ら
れ
、
歩
行
者
は
車
両
と
す
れ
す
れ
の

状
態
で
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
。
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

道
路
公
園
部
長
　
現
在
、
市
で
は
、
隅

切
り
等
に
よ
る
交
差
点
整
備
の
た
め
の

用
地
協
力
を
関
係
地
権
者
に
お
願
い
し

て
い
る
。
ま
た
、
視
線
誘
導
標
や
側
線

の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
る
。 

 

　
 

   議
員
　
個
人
の
住
宅
建
設
な
ど
、
街
づ

く
り
条
例
の
適
用
に
至
ら
な
い
ミ
ニ
開

発
に
際
し
て
、
近
隣
住
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
建
築
主
に
指
導
し
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長
　
ミ
ニ
開
発
に

つ
い
て
も
、
工
事
着
工
前
に
近
隣
へ
の

挨
拶
、
工
事
の
概
要
説
明
な
ど
は
行
わ

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
、
今
後
は
建
築
確
認
申
請
時
な
ど

機
会
を
と
ら
え
て
啓
発
に
努
め
た
い
。 

        
 

議
員
　
昨
年
12
月
、
公
明
党
は
「
原
油

高
騰
に
対
す
る
緊
急
の
要
望
」
を
市
長

に
提
出
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
長

は
す
ぐ
に
調
査
し
報
告
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
結
果
を
伺
い
た
い
。 

市
長
　
各
部
署
に
は
今
の
と
こ
ろ
原
油

高
騰
対
策
に
関
す
る
意
見
や
要
望
は
寄

せ
ら
れ
て
い
な
い
。
原
油
高
騰
へ
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
市
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
効
果
も
極
め

て
薄
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
市

の
動
向
を
注
視
し
、
国
・
県
の
補
助
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
市
の
憲
法
と
も
言
え
る
「
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
」
制
定
に
対
す
る
、

市
長
の
や
る
気
、
思
い
を
伺
い
た
い
。 

市
長
　
所
沢
市
を
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル

で
運
営
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
の

か
、
心
と
血
の
通
っ
た
政
策
を
ど
の
よ

う
な
ル
ー
ル
の
下
で
展
開
し
て
い
く
の

か
を
市
民
と
市
議
会
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
議
論
し
、
検
討
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
街
を
さ
ら

に
住
み
や
す
く
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る

街
に
す
る
た
め
、
条
例
の
制
定
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

    議
員
　
公
募
の
予
定
だ
っ
た
ミ
ュ
ー
ズ

の
指
定
管
理
者
選
定
が
、
ほ
と
ん
ど
議

論
な
く
非
公
募
に
な
っ
た
経
緯
は
何
か
。 

市
民
経
済
部
長
　
選
定
委
員
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
（財）
所
沢
市
文
化
振
興

事
業
団
の
管
理
運
営
の
実
績
を
踏
ま
え
、

公
募
に
よ
ら
な
い
場
合
の
基
準
の
「
施

設
の
継
続
性
と
い
う
観
点
や
現
受
託
団

体
の
実
績
か
ら
、
現
受
託
団
体
を
引
き

続
き
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」

を
適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

    議
員
　
臨
時
財
政
対
策
債
（
平
成
19
年

度
は
24
億
5
千
万
円
起
債
）
は
、
借
り

入
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
。 

市
長
　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の

根
幹
と
な
る
市
税
収
入
が
、
景
気
の
低

迷
な
ど
に
よ
り
今
後
増
収
を
見
込
む
こ

と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
中
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
は
、
本
市
に

と
っ
て
貴
重
な
財
源
の
一
部
と
な
っ
て

お
り
、
起
債
を
行
わ
な
い
こ
と
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
直
結
す
る
た
め
、

今
後
も
臨
時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

    議
員
　
9
月
27
日
に
、
富
岡
公
民
館
で

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
そ
の
目
的
は
何
か
。 

市
長
　
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
る
こ
と

で
、
市
民
の
意
見
・
要
望
を
対
話
式
に

聴
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
私
の
考
え

を
直
接
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
今

後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
と
い
う
仕

組
み
を
確
立
さ
せ
、
市
民
と
市
が
一
体

と
な
っ
た
協
働
に
よ
る
街
づ
く
り
を
推

進
し
た
い
。 

    議
員
　
来
年
度
の
予
算
編
成
に
対
す
る

市
長
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
?
 

市
長
　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
財

源
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が
大

幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
、
予
算
規
模

は
か
な
り
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
歳

出
も
、
多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
や
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
等
で

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
所
沢

市
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
目
標
を
着

実
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
優
先

順
位
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
市
役
所
改
革
に
は
職
員
の
意
識

改
革
が
必
要
だ
が
、
当
摩
市
長
就
任
後
、

職
員
の
意
識
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。 

副
市
長
　
意
識
の
上
で
変
わ
っ
て
き
た

こ
と
と
し
て
、
職
員
は
常
に
緊
張
感
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。
当
摩
市
長
の
も
と
、
新

た
な
方
針
と
目
標
に
向
か
っ
て
業
務
を

進
め
る
中
で
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み
に

新
鮮
さ
と
励
み
が
生
じ
、
そ
れ
が
自
然

と
そ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。 

 

さ 



質
問
者
 

所
沢
市
は
大
丈
夫
?
 

　
　
生
活
保
護
の
不
正
受
給
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
岡
田
静
佳
 

質
問
者
 

国
保
税
増
税
と
 

 
「
あ
っ
た
か
市
政
」
の
関
連
 

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広
 

質
問
者
 

公
立
保
育
園
の
 

 
 
民
間
委
託
化
に
向
け
て
 

民
主
ネ
ッ
ト
　
浅
野
美
恵
子
 

質
問
者
 

小
児
救
急
24
時
間
 

　
　
　
医
療
体
制
の
実
現
を
 

民
主
党
　
村
田
哲
一
 

質
問
者
 

学
校
給
食
に
お
け
る
 

　
　
　
　
　
　
食
育
の
推
進
 

民
主
ネ
ッ
ト
　
末
吉
美
帆
子
 

質
問
者
 

新
学
習
指
導
要
領
の
 

　
　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
 

自
由
民
主
党
　
石
井
　
弘
 

質
問
者
 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
に
 

　
　
　―
高
齢
者
福
祉
バ
ス
―
 

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み
 

質
問
者
 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
?

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一
 

質
問
者
 

怒
り
の
声
が
広
が
る
 

 
 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
 

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美
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        議
員
　
全
国
で
生
活
保
護
の
不
正
受
給

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
も

不
正
受
給
は
あ
る
の
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
平
成
19
年
度
は
6
件

の
不
正
受
給
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
不

正
受
給
者
に
対
し
て
は
、
受
給
額
全
額

約
7
3
0
万
円
の
返
還
を
求
め
る
と
と

も
に
、
就
労
収
入
に
よ
っ
て
、
自
立
可

能
と
判
断
し
た
者
（
3
人
）
に
つ
い
て

は
、
生
活
保
護
を
停
止
し
た
。 

    議
員
　
所
沢
市
は
国
保
税
の
増
税
率
が

昨
年
比
で
県
内
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ど
こ
が
「
あ
っ
た
か
市
政
」
な
の
か
。 

市
長
　
本
市
で
は
、
医
療
費
が
年
々
増

大
し
て
い
く
中
で
、
10
年
間
税
率
を
据

え
置
い
て
き
た
こ
と
や
一
般
会
計
か
ら

多
額
の
繰
入
金
を
お
願
い
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
苦
渋
の
選
択
で
は
あ
る
が

増
税
に
踏
み
切
っ
た
。
国
保
財
政
の
健

全
化
と
安
定
的
な
会
計
を
維
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
「
あ
っ
た
か

市
政
」
に
つ
な
が
る
と
解
し
て
い
る
。 

    議
員
　
公
立
保
育
園
を
民
間
委
託
化
す

る
計
画
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
来
年
度
16

人
の
保
育
士
を
募
集
す
る
の
か
。 

総
合
政
策
部
長
　
計
画
で
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
隔
年
ご
と
に
1
園
ず
つ
、
合

計
3
園
委
託
化
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
民
営
化
反
対
の
声
も
あ
り
、
現
状

で
は
、
来
年
度
か
ら
の
委
託
化
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
の
で
、
保
育
士
を
新
規

採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
委
託
化
の
実

施
年
度
が
確
定
す
れ
ば
、
随
時
、
採
用

人
数
を
削
減
し
て
い
く
。 

    議
員
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
反
対

す
る
市
民
の
声
を
市
長
は
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。 

市
長
　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
等
さ
ま
ざ

ま
な
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
保
険
料
の

軽
減
措
置
や
保
険
料
の
納
付
方
法
見
直

し
が
図
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
制
度
が
広

く
世
代
間
に
お
け
る
負
担
の
公
平
性
を

図
り
、
早
期
に
安
定
し
た
制
度
運
営
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 　
 

   議
員
　
市
独
自
の
施
策
と
し
て
、24
時

間
3
6
5
日
小
児
初
期
救
急
医
療
体
制

を
実
現
で
き
な
い
か
。 

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
　
現
在
、
医

療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
24

時
間
の
小
児
初
期
救
急
診
療
を
実
施
し

て
い
る
。
今
年
度
は
さ
ら
に
1
日
追
加

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
医
師
の
確
保

が
で
き
ず
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

    議
員
　
元
町
北
地
区
再
開
発
が
完
成
す

る
と
、
業
務
移
転
に
よ
り
旧
庁
舎
に
空

き
ス
ペ
ー
ス
が
出
来
る
。
そ
こ
に
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
今
後
の
予
定
を
伺
い
た
い
。 

市
長
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向

け
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
建
築
か
ら

40
年
た
っ
た
旧
庁
舎
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
費
用
対
効
果
を
含
め
て
再
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
他
の
場
所

で
の
新
設
等
を
含
め
、
改
め
て
早
急
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
無
料
だ
っ
た
高
齢
者
福
祉
バ
ス

が
有
料
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

理
由
を
伺
い
た
い
。 

保
健
福
祉
部
長
　
高
齢
者
福
祉
バ
ス
の

運
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
方
々

に
と
っ
て
親
睦
や
健
康
づ
く
り
、
仲
間

づ
く
り
の
一
つ
の
機
会
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
新

た
な
バ
ス
を
購
入
す
る
こ
と
や
利
用
者

負
担
を
求
め
ず
事
業
を
継
続
す
る
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

         議
員
　
食
育
の
重
要
な
部
分
を
担
う
学

校
給
食
だ
が
、
本
市
の
栄
養
教
諭
の
配

置
状
況
を
伺
い
た
い
。 

学
校
教
育
部
長
　
本
年
度
よ
り
、
明
峰

小
学
校
に
食
に
関
す
る
指
導
と
学
校
給

食
の
管
理
を
職
務
と
し
た
栄
養
教
諭
が

1
人
配
置
さ
れ
た
。
活
動
内
容
と
し
て

は
、
肥
満
や
偏
食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

等
に
関
し
て
児
童
生
徒
へ
の
個
別
指
導

の
ほ
か
、
学
級
活
動
や
授
業
時
に
食
に

関
す
る
指
導
や
調
理
実
習
の
指
導
、
家

庭
地
域
と
連
携
し
食
育
を
推
進
す
る
た

め
の
連
絡
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。 

    議
員
　
小
学
校
は
平
成
23
年
度
か
ら
、

中
学
校
は
平
成
24
年
度
か
ら
、
新
学
習

指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
る
。
教
育
長
の

教
育
的
見
地
か
ら
見
た
新
要
領
の
ポ
イ

ン
ト
は
ど
こ
か
。 

 

質
問
者
 

解
体
保
存
し
て
い
る
 

　
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
を
 

公
明
党
　
福
原
浩
昭
 

質
問
者
 

N
H
K
の
ど
自
慢
を
 

　
　
　
　
誘
致
し
て
ほ
し
い
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
秋
田
　
孝
 

質
問
者
 

特
別
支
援
学
校
に
 

　
肢
体
不
自
由
児
の
校
舎
を
 

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子
 

質
問
者
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
対
す
る
 

　
　
　
　
学
校
の
取
り
組
み
 

公
明
党
　
吉
村
健
一
 

質
問
者
 

家
庭
の
経
済
状
況
と
 

　
　
　
　
　
　
　
教
育
格
差
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
茂
男
 

佐
野
屋
商
店
の
見
世
蔵
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教
育
長
　
改
訂
の
主
要
な
柱
は
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
で
あ
り
、
基
礎
的

・
基
本
的
な
知
能
・
技
術
の
習
得
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
、

豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
、
学

習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
確
立
等

が
基
本
理
念
に
な
る
と
考
え
る
。 

    議
員
　
現
在
、
佐
野
屋
商
店
の
見
世
蔵

や
灰
屋
呉
服
店
の
店
と
住
ま
い
な
ど
の

歴
史
的
建
造
物
が
解
体
保
存
さ
れ
て
い

る
。
今
後
こ
れ
ら
を
ど
う
す
る
の
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
早
期
に
復
元
を
し
た

い
が
、
移
築
の
場
所
や
建
築
コ
ス
ト
等

の
課
題
が
あ
る
。
移
築
先
の
候
補
の
一

つ
、
旧
並
木
東
小
学
校
跡
に
つ
い
て
も
、 

 

施
設
全
体
を
見
据
え
た
上
で
復
元
す
る

建
物
を
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
適
正
な
保

存
を
図
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
平
成
22
年
は
市
制
施
行
60
周
年

に
当
た
る
の
で
、
記
念
事
業
の
一
つ
と

し
て
「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
を
誘
致
す

る
考
え
は
あ
る
か
。 

市
長
　
こ
の
番
組
は
、
出
場
者
が
自
慢

の
の
ど
を
披
露
す
る
ほ
か
に
、
会
場
と

な
る
地
域
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
、
市
の

P
R
と
し
て
も
非
常
に
意
義
の
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
大
変
人
気
の
あ
る

番
組
で
あ
り
、
誘
致
の
実
現
に
は
困
難

が
予
想
さ
れ
る
が
、
開
催
で
き
る
よ
う

N
H
K
に
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
で
、

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
多

い
学
校
ほ
ど
、
正
答
率
が
低
い
傾
向
が

あ
っ
た
。
本
市
の
就
学
援
助
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
の
割
合
や
学
力
と
の
相
関

関
係
を
伺
い
た
い
。 

教
育
長
　
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
児

童
生
徒
は
、
小
学
生
14
・
9
%
、
中
学

生
で
16
・
1
%
で
あ
る
。
学
力
と
の
相

関
関
係
は
分
析
し
て
い
な
い
が
、
援
助

を
受
け
て
い
る
こ
と
で
児
童
生
徒
が
教

育
上
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。 

    議
員
　
所
沢
東
高
校
跡
地
に
整
備
さ
れ

る
特
別
支
援
学
校
に
、
肢
体
不
自
由
児

の
校
舎
を
別
棟
で
設
置
す
る
よ
う
県
に

働
き
か
け
ら
れ
な
い
か
。 

市
長
　
県
知
事
に
対
し
「
肢
体
不
自
由

児
が
就
学
で
き
る
施
設
の
併
設
」
の
要

望
を
提
出
し
た
。
県
の
回
答
は
「
可
能

な
限
り
複
数
の
障
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
県
の
取
り
組
み
を

注
視
し
、
同
校
跡
地
利
用
が
有
益
な
も

の
と
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
学
校
で
ど
う
支
え
る
の
か
。 

教
育
長
　
各
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
病
状
等
の

把
握
を
す
る
こ
と
、
症
状
が
急
変
し
う

る
こ
と
を
理
解
し
つ
つ
、
日
ご
ろ
か
ら

の
緊
急
時
の
対
応
へ
の
準
備
を
行
う
こ

と
が
基
本
だ
と
考
え
て
い
る
。
主
治
医

・
学
校
医
・
保
護
者
・
学
校
の
細
や
か

な
意
思
疎
通
の
も
と
の
取
り
組
み
が
重

要
と
と
ら
え
て
い
る
。 

 

可決された意見書 
　意見書を行政機関等
に提出し、議会として
の意思を表明します。 

　昨年からの原油高騰により、燃料、肥料、飼料、ビニー

ル類等あらゆる農業資材の価格に反映されているため、農

家経営にストレートにのしかかる状況になっている。 

　国際的に穀物価格が高騰し、国内産の増産による食料自

給率の向上が待ったなしとなっている今、このような事態

を放置するなら、国民生活に重大な影響をもたらすことは

明らかで、政府の万全な対策が急務になっている。先般、

政府が漁業者に対する燃料高騰対策として打ち出した緊急

対策は不十分だが、直接補てんを含んでいることは重要と

考える。農家の苦境を緩和する対策が急がれている。 

　よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く

要望する。 

記 

　政府において、石油、肥料、飼料、農業資材等の価格高

騰分の補てんを含む対策を実施すること。 

提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　農林水産大臣 

燃料、肥料、飼料、農業資材等の価格高騰に 
対する緊急対策を求める意見書（要旨） 

　（略）非営利団体の一つである「協同労働の協同組合」は
「働くこと」を通じて、「人と人のつながりを取り戻し、
コミュニティ再生をめざす」活動を続けており、大変注目を
集めている。しかし、（中略）社会的理解が不十分であり、
団体として入札・契約ができない、社会保障の負担が働く
個人にかかるなどの問題がある。（中略） 
　だれもが「希望と誇りを持って働く」、仕事を通じて「安
心と豊かさを実感できるコミュニティをつくる」、「人との
つながりや社会とのつながりを感じる」、こうした働き方
を目指す「協同労働の協同組合」は市民事業による市民主
体のまちづくりを創造するものである。また、自らが出資
して、経営に参画し、仕事に取り組むという新しい働き方
は多様な働き方を可能にし、働くことに困難を抱えた人々
や団塊の世代等に社会参加する道を開くものである。 
　よって、国においては、社会の実情を踏まえ、課題解決
の有力な制度として、「協同労働の協同組合法」を速やかに
制定するよう強く要望する。 
提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　総務大臣 
　　　　厚生労働大臣　経済産業大臣 

「協同労働の協同組合法」の 
速やかな制定を求める意見書（要旨） 

●その他の意見書については8ページに掲載しています。 
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池亀 貞雄さん（西所沢）  
　　　　　　　　　　ほか121人 

○請願第４号  
　不特定多数の人が利用する施設（公共的施設）での受動喫
煙防止のため　関係施設に対し「健康増進法」の趣旨を生
かした適切なご指導をお願いします 

提 　 出 　 者 件　　　　　　　名 

 
趣旨採択 

（全会一致） 

請願・陳情審議の結果（ 9月定例会） 
結　果 
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■今年も市内の観光農園においしい果物が実りました（亀ヶ谷） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
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◆
第
３
回
（
９
月
）
定
例
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お
も
な
議
案
の
概
要
、 

　
閉
会
中
の
議
会
活
動
か
ら
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か
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市
政
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◆
可
決
さ
れ
た
意
見
書
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請
願
・
陳
情
審
議
の
結
果
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市
議
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月 

ほ
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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〜
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　「骨太の方針2006」において、高齢化に伴って自動的に増

える社会保障費の自然増を平成23年度までの5年間に1兆

1,000億円圧縮する方針が示されている。（中略） 

　このままでは、社会保障制度は持続できても医療や福祉

をはじめ必要なサービス等の国民生活の安定が確保されな

くなる恐れがあり、制度の負担についての国民合意の形成、

必要な財源の確保は緊急な課題である。これ以上の削減は

限界にきており、国民生活に関わるサービスの低下、負担

増に結びつく社会保障費の削減はすべきではない。 

　よって、国会並びに政府におかれては、社会保障制度に

対する国民の信頼を回復し、国民誰もが安心して生活でき

るようにするため、社会保障費の自然増を毎年2,200億円抑

制する方針を見直し、平成21年度予算において社会保障予

算が十分に配慮されるよう強く要望する。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　財務大臣　厚生労働大臣 
 

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の
夏
。
さ
ぞ
か

し
あ
ち
こ
ち
で
水
の
被
害
が
出
て
い
る
の
で
は
と
心

配
な
日
が
続
き
ま
し
た
。
さ
て
、
今
議
会
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
放
送
な
の

で
緊
張
も
し
ま
す
が
、
刺
激
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
以
上
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　（
西
） 

委
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長
　
高
田
 
昌
彦
／
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長
　
西
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一
郎
 

委
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菅
原
 
恵
子
・
杉
田
 
忠
彦
・
石
井
　
弘
 

　
　
　
　
末
吉
美
帆
子
・
大
石
　
健
一
・
石
本
 
亮
三
 

　
　
　
　
福
原
 
浩
昭
 

連
絡
先
　
議
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事
務
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調
査
担
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TEL
0
4
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９
２
５
６
）
 

編 

集 
後 

記 

社会保障費抑制の方針の 
見直しを求める意見書（要旨） 

　洞爺湖サミットでは、地球温暖化防止問題が主要テーマ

として議論され、（中略）二酸化炭素等の温室効果ガスを生

み出す原因としては、石炭や石油、天然ガスなど化石燃料

の燃焼が挙げられ、その根本的な解決のためには、化石燃

料によらない新エネルギーの確保が求められている。 

　新エネルギーの中でも、太陽光発電は、天然資源に乏し

いわが国において広く普及が可能なエネルギーとして注目

を集め、ドイツ、米国等とともに世界をリードしてきた経

緯があるが、大量普及時代突入と時期を同じくして、国内

導入量が一転して前年比マイナスの状況に陥り、設備の設

置単価が2006年から上昇に転じる結果となった。（中略） 

　「環境立国」を掲げるわが国が、太陽光発電世界一の座を

奪還するためには、エネルギー導入量増加に向け、政府・

各省が連携を緊密にとりつつ、（中略）各分野に対して支援

策を打ち出す必要があると考える。 

　よって、所沢市議会は、政府に対して、太陽光発電シス

テムのさらなる普及促進に向け、以下の5項目の実現を強

く要望するものである。 

1．国による住宅用太陽光発電導入促進対策費補助金補助

事業制度の再導入ならびに同事業予算の拡充 

2．分譲集合住宅の購入者を対象とする太陽光発電システ

ム取得控除制度の導入や賃貸住宅オーナーの固定資産税

の減税措置など集合住宅用同システム導入支援策の推進 

3．国主導による大規模太陽光発電システムの本格的導入、

電力の固定価格の買い取りならびにそのための制度整備 

4．導入コスト低減に関わる技術開発促進策の推進 

5．システム普及促進のための情報発信・啓発活動の推進 

提出先　内閣総理大臣　経済産業大臣　環境大臣 

太陽光発電システムの 
さらなる普及促進を求める意見書（要旨） 

　少子化と小児科医師不足は全国的にも深刻な問題となっ

ている。市民の利用頻度が高かった都立清瀬小児病院の平

成21年度府中市移転もあり、小児救急医療体制の整備は急

務となっている。（中略）埼玉県は一次救急については市の

役割として独自の整備を求め、二次救急等を県の責任とし

ている。しかし、当委員会が視察した新潟県や山梨県等は

一次救急であっても県の主導の下に複数の自治体をネット

ワーク化し、財政的負担等行っていることが解った。 

　そこで、埼玉県においても医療法に基づいた小児救急医

療の整備計画を実行するよう強く求める。 

記 

　医療法第30条の 4 第 1・ 2・ 3項に基づき、所沢・入間 

・狭山 3 市での一次小児救急医療体制の整備を図ること。 

提出先　埼玉県知事 

小児救急医療体制の充実を求める意見書（要旨） 

次
の
定
例
会
は
 

１２
月
２
日
か
ら
の
予
定
で
す
。
 

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

７月14日　議会報委員会 
　　15日　市民環境常任委員会 
　　17・23日　建設水道常任委員会 
　　30日　議会運営委員会 
　　　　　議会報委員会 
８月４日　総務常任委員会 
　　７日　議会基本条例制定に関する 
　　　　　　　　　　　　　特別委員会 
　　19～20日　議会報委員会視察 
　　21日　市民環境常任委員会 
　　27日　代表者会議／議会運営委員会 
　　28日　議会基本条例制定に関する 
　　　　　　　　　　　　　特別委員会 

9月 3～22日　第 3回定例会 
　　10・17日　議会報委員会 
　　24～25日　教育福祉常任委員会視察 

所
沢
市
行
政
組
織
条
例
は
修
正
可
決 

本会議インターネット中継を開始しました!

ココ市議会　　　か月▲▲ ▲ ▲


